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プ レイベ ン ト発 表 要 旨2004.11.19 「デザイン理論』46/2005

コー デ ィネ ー シ ョ ンツー ル 「Fグ リッ ド」 の研 究

「リズムのパター ン 〈グラデーシ ョン〉」の接続方法の類型 とその表示

宮崎 いつみ/福 岡女子大学大学院修士課程

藤野友和/福 岡女子大学数理情報科学

「Fグ リッ ド」の基礎理論 は,福 岡女子大

学意匠学研 究室佐 々木 らが1999年 に発表 して

い る1)。佐 々木 らは引き続 き,「Fグ リッ ド」

を利用 した作業を支援す るたあのアプ リケー

シ ョンソフ トウェアの構 築を進 めてお り,本

研 究はその一環であ る。

この ツールは,デ ザイ ン創造 の場 となるグ

リッ ド,す な わちF.グ リッ ド(図1)と,

黄 金比の法則性か ら派生 す るリズムの類型 を

整理 した 「リズムのパ ターン」(以 下,'「パ ター

ン」)で 成 っている。

「パ ター ン」 には,「 グラデー シ ョン」(一

方 向への等比的な漸増,あ るいは漸減す る項

の並 び)(図2)と,「 レペテ ィシ ョン」(グ

リッ ド上で無限回 の繰 り返 しが成立す る項 の

等比的な並 び)(図3)の2種 類が ある。

この ツールの 目的 は,デ ザイ ン空 間を 「統

一」の要素 と 「変化」の要素によって コーデ ィ

佐々木俊介/福 岡女子大学意匠学

ネー ト(調 整 ・調和)す ることにある。 そ し

て,こ のツールにおいて,そ のよ うな コーデ ィ

ネー トの性能が最 も期待 される箇所が 「パター

ン」 であ る。す なわち,「 パ ター ン」 の構成

に認め られ る黄金比 の等 比性 な どは 「統一」

の要素 とみなす こ とがで き,「 グラデー シ ョ

ン」の 「パ ター ン」 におけ る項 の増 ・減 な ど

図1-1.F4グ リ ッ ド 図1-2,F5グ リ ッ ド

(p=5,q.g)(p=8,q=13)

図1.F。 グ リ ッ ドの 例

(グ リ ッ ドの幅 は、 実 寸 の0.5倍)

図2.「 グ ラデ ー シ ョン」 の例 〈a,b,c,d,e,f,g,>

a1,b.,c,,.,は 黄 金 数 の 等 比 数 列.つ ま りa嗣:b.=b,:c,=c,:d,置..≡i;φ 。 φ 鵠 〔1+涯 「)/2は 黄 金 数

p、qはF.グ リ ッ ドの 区 分 単 位.p:q=1:φ

図3.「 レペ テ ィ シ ョン」 の例 〈b,a,b,a>

a1、b.,c,...は 黄 金 数 の 等 比 数 列.つ ま りa,:b,=b,:c,冨c1:d,冨.,胃1:φ.φ=〔i+涯 「}/2は 黄 金数

p,qはF,グ リ ッ ドの 区 分 単 位p:q=1:φ
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は「変化」の要素 とみなす ことが できる。

また 「パ ター ン」 は,F,グ リ ッ ド上 で さ

まざまに組み合わせ ることで,多 様なバ リエー

シ ョンを得 ることができ るが,組 み合わせ る

「パ ター ン」 両者(以 下,「 両者」)の 数 的な

共通性や 関連性か ら 「統一」 の強化 が見込 ま

れる。 その一方で,そ の ような数 的な共通性

や関連性 を持たせ ない ように し,相 異 させ る

こ とには 「変化」が見込 まれ る。

「パ ター ン」を組み合 わせる方 法 には,「 パ

ター ン」 を連続 して位置付 ける方法=接 続法

(以 下,「 接続」)と,「 パ ター ン」を構成す る

項(以 下,「 因子」)の 幅 に,さ らに 「パター

ン」やその組み合 わせ を位置付 ける方法=入

れ子法があ る。

本研究においては,そ のうちか ら「接続」を

取 り上げ 「グラデー ション」 を対象 にその適

用法を,接 続す る 「両者」 間に生 じる数的共

通性 ・関連性 に基 づき(す なわち「統一 の要

素」の視点 か ら),「 接続 の類型」と して整理 し

た。

整理 した適用法の類型を具体 的に挙 げると,

1)「 両 者」 の漸 変の方向 が同一 とな るよ う

に構 成す る,2)「 両 者」 が同一 の 「パ ター

ン」 となるよ うに構成す る,3)「 両者 」 に

同一 の 「因子」 が存在す るように構成する,

4)「 両 者」 の接 合部の 「因子」 が 同一 とな

るように構 成す る,な どであ る。

以上 の 「グラデー ション」の 「接続」にお

ける適 用法の整理 を踏 まえ,ア プ リケー シ ョ

ン(図4)の 構 築を試 みた。本研究 において

構築 した主な機 能を以下 に示す。

1,「 接続 の類 型」 を階層的に構造化 し,ツ

リー形式で表示(図5:左 の フ レーム)

2.(こ れ まで記号表示 しかなか った)「 グラ

デー ション」 とその 「接続」 の 「パター

ン」 の図示(図5:右 の フレーム)

3.「 グ ラデ ー ション」 とその 「接続パ ター

ン」 に関す る情報の表示(図5:下 の フ

レーム)

4.表 示 した 「パ ター ン」 図を,他 のアプ リ

ケー シ ョン(AdobeIllustrator)に 取

り込 める形式で出力

これ らの機能 を構築 したこ とに よ り,「 パ

ター ン」 の選定が,直 観的かつ迅 速に行える

ようにな った。 また,「 グラデー シ ョン」 と

その 「接続」 の描画 とその加工が迅速に行 え

るようにな った。
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図4.ア プリケー ションWeb-Fcot初 期画面

図5.ア プ リケー ションWeb-Fcot動 作画面の例
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